青山荘　　フェイスシート

平成18年　10月30日　担当：　三浦　

	入　所　者
	氏　名　　奥山　以依子　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　24年　12月　29（55歳）

	
	住　所　

〒039－2187　上北郡おいらせ町緑ヶ丘7丁目50－2116　　　　電話　0176－57－2321



	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　な　し

	
	発症時期
	昭和42年頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約37年

	
	入院回数
	　2回
	延べ入院年数
	　　　　約33年

	医療機関
	　青南病院　（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	木曜日（週　1回）

	医療区分
	警察共済組合　（家族　扶養）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	障害基礎年金1級（8.3万円）　重度医療（申請中）→自立支援の上限額2万円

· 年金は弟が管理しており、入所料・食費と生活費として毎月7.5万円受け取っている。弟が支払いに来る場合もあるが、来荘できない場合は本人の通帳へ振り込む。

· 本人が自由に使えるお金は月約1.5万円。

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	H17年　4月　4日
	身長
	140cm
	体重
	50kg

	最終学歴
	八戸北高校
	免許・資格
	特になし

	職歴
	なし
	

	保　護　者
	氏　　名　　　奥山　彰二　　様　　　　　　　続柄　　弟　　（同居　・否）

	長期目標
【前回までの目標】

・自宅に戻って生活を送るために必要な生活指導（緊急時の対応・身の回りのこと）を身に付ける。

【青山荘での目標】

・地域で生活するため、日常生活技術を維持し、健康管理を行いながら生活環境を整える。

	入院・治療歴

	①昭和42年4月　～　昭和50年2月（8年9ヶ月）　　入院　　青南病院

　昭和51年4月　～　昭和55年3月（3年11ヶ月）　 通院　　青南病院

②昭和55年4月　～　昭和17年4月（22年）　　　　 入院　　青南病院

	生活歴

S24年同胞4名の第3子として出生するが、幼少期に兄・姉は亡くなっている。高校入学後、2年時より急激に成績が下がり、高校3年の4月に突拍子もないことをしゃべり始め、物忘れがひどくなった。放浪・滅裂言動・奇行が出現。無為的な状態となり、衝動行為・自殺企図もあったことからS42年4月18日当院受診、1回目の入院となる。入院中も他患者へ乱暴することや、ガラスを割り破片で首を切るなどの自殺企図が数回あったが、衝動行為見られなくなり症状安定した為、S50退院。以後外来通院は行われず、S51年に退院後通院治療を開始するが、S55年より食事を拒否し、絶叫しながら周囲を叩くなどの行動が見られ、S55年4月、2回目の入院となる。その後H17年まで30年の入院歴があり、外部に対する興味関心や意欲の低下、現実検討能力の低下・感情の平板化が著名。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

弟夫婦が年金の管理を行う。（年金等の金銭管理は義妹が行っており、弟が面会や入所料の支払い・振り込みを行っている）以前は月１回程度の定期的な面会・外泊を行っていたが、弟の仕事が忙しくなったとの理由で、５月頃より入所料も本人の銀行口座への振込となり、面会・外泊の機会も減った（現在は数ヶ月に１回程度で外泊はない）。弟から本人へ電話を掛けてくることもない。

弟夫婦がおいらせ町へ転勤し住所変更しても、本人の住所は数ヶ月八戸のままであった為、障害者手帳、自立支援医療の住所変更も変更していただくようお願いする。弟が手続きをするまで時間はかかるものの、比較的協力的である。先月・今月で職員代行し、おいらせ町役場にて手帳の住所変更と重度医療申請手続きを行う。

自立支援医療の上限額は2万円であり、少ない小遣いの中で外来費・デイケア通所料負担を行っている。


平成　18年　10月　30日　（月）

	氏　名
	奥山　以依子様
	男・女
	生年月日
	　昭和24年　12月　29日（55歳）


	問題点
	介入方法

	①家族との関係調整
	・　毎月、入所料支払いの時期になると、本人から金銭に関しての発言（「外来費足りるかな」「そろそろ入所料支払いですね」「貯金をおした方がいいかな」など）が出てくる。本人から心配事や不安の訴えを話すことができないため、職員が精神的変化と体調変化を見落とさず観察し、話を聞き、場合によっては弟様への電話連絡により調整を行うことで、本人の不安を取り除く。

· 弟様からの入所料振込みや、支払いが時期になっても行われていない場合、本人の睡眠状況を確認し、睡眠不安定の場合は外来、主治医へ報告し、眠剤の調整を行う。また、デイケアスタッフへも本人の様子を情報提供し、本人のデイケアでの様子観察し、気になる発言等があった場合などデイケアでの様子を情報提供していただく。

· 弟様へは職員から家族面談を希望していることを何度か伝えているが、仕事の都合や時間がないとのことで、なかなか実行することが出来ずにいる。年金管理、退所後の生活についての話し合いを行うため再度連絡し、家族面談の機会を設け、本人の希望や弟夫婦の希望を考慮した上で、退所後の生活の場を明確にし、新たに長期目標の設定を行いながら、退所後の生活を想定した支援を行う。

· 本人への援助について、弟様からは義姉も協力し援助を行うと話しているが、義姉からの援助は今まで受けたことがない。



	②長期目標の設定
	○　退所先について

○　指導目標について


	これまでの経過（最終評価日　H18年　5月　29日）

	【前回の目標】　

①　緊急時の対応方法を身につける。
緊急時の対応については、緊急時にすぐに連絡することが出来るよう、財布の中に連絡先をメモしたものを所持していただき、弟の自宅や、弟の携帯電話へ用がある際には自ら電話をすることが出来ている。また、デイケアを欠席する際も青山荘や青南病院の公衆電話からデイケアへ連絡することは出来る。

②　調理器具が使え、簡単な調理が出来るようになる。

調理教室へ参加することで、調理器具の使用はある程度できるようになったが、包丁の使い方は職員が注意してみていなければ、指を切りそうになることもある。また、レシピ作成を行う際に作り方を事前に確認するものの、調理になると分量を気にすることなく入れることなどがあるため、今後も継続して調理教室へ参加を促す。（今後調理教室へ参加することに意味があることへ重点をおき、促しを行う。）

【現在の目標】

①　定期的な着替えが出来るようになる。

着替えの回数は1週間に１～2回程度。本人は洗濯をすることが好きだと話し、頻回に洗濯を行っているが、入院時（８～９年前）に購入した衣服を着用しているため、古く汚れたものが多い。洋服はたくさん持っているものの、気に入った洋服しか着ないため、他者から見てもずっと同じ洋服を着ていると思われている様子。このことから、職員とクローゼットの整理を行い、9年前の汚れやシミ、穴が開いている衣服は処分し、新しく購入する。また、衣服は何枚も持っているが気に入ったものばかりを着用しているため、クローゼットを整理することで、持っている衣服を満遍なく着用することが出来るよう衣類のたたみ方から着用の仕方を指導した。結果、持っている衣服を満遍なく着用することが比較的できるようになっている。継続し、季節の変わり目には職員が介入し、クローゼットの整理や衣替えを行う必要がある。

②　不安や不調を訴えることが出来るようになる。

　体調面や、精神面を自分から職員に話すことができない。また、外来受診の際も弟様のことばかりを話し、体調について話すことが出来ずにいる。特に本人の体調について気になること（不眠・便秘など）があった場合は、職員が外来同行し、主治医へ代弁している。体調や不安については職員から話しかけ、その都度様子を観察し早期に変化に気付けるような援助が必要となる。また、職員に話すことで訴えることができないため、本人へは毎日記入している日記や1週間の振り返り用紙に体調や不安があった場合記載するよう促している。

【最近の状況～金銭について～】 

年金が振り込まれる通帳は入院時より弟様が管理しており、毎月入所料を面会に来た際に入所料を支払い、また、弟夫婦の自宅への外泊も定期的に行っていた。しかし、今年の5月頃より弟様の仕事が忙しくなり、入所料を本人の通帳へ振り込み、本人から職員へ支払うようになったことから面会に来る事や、外泊へ行くことも少なくなった。しかし、毎月決まった日に振込みされるわけではなく、本人が日をみて大体振り込まれているだろうと予測し銀行へ向かうため、入金されていないことが多く、幾度か銀行を行き来しているうちに不安になり、考え込んで眠れなくなってしまう。本人から弟様へ電話をするよう伝え、職員からも弟様へ本人の状態を伝えると、弟様から入金の期日を指定したが振り込まれていないことが数回続き、1週間近く寝つきが悪くなり、日常生活へ支障が出てくる。主治医へ情報提供し、頓服だった眠剤を定期処方へ変更。主治医からは定期処方ではあるが、様子を見て頓服するよう指示が出ている。

今後、本人の毎月の不安が軽減することや、多忙な弟様の負担を減らすことも考え、年金の管理については職員が援助しながら、本人が行う事で余計な不安が解消できるのではないかと職員で検討し、弟様へ提案するものの、今まで通りでよいと断られている。


プラン計画者　　氏名：　三浦　理見
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彰二氏（保護者）
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